
令和３年度 高大連携授業（前期）授業要目＜科目概要＞ 
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■従来型授業           □単位取得予約型授業 

大学等名 ノースアジア大学 

科目名 

(ｻﾌ゙ ﾀｲﾄﾙ)     
〔35〕国際機関勤務から見た国際教養 

科目担当者 

（学部・学科・職・氏名） 

経済学部 経済学科 

教授 坂元 浩一 

授業概要 

世界規模での国際教養の内容を教員の次の国際経験を踏まえて説明する。日本国内における外国語

学習（English et Français）、国連勤務（アフリカ駐在）、他の国際機関勤務（インド政府、東

京の国際シンクタンク）、フランス・パリなどでのインタビュー、63か国を166回訪問。 

授業方法 

と留意点 

担当教員がこれまで実施した講演・講義（慶應義塾大学、東洋大学、上海外国語大学、復旦

大学、政府招聘官僚研修）を基に説明する。英語や易しい他言語（仏語、西語）も使用。 

授  業  計  画 

【募集定員人数１８名】先着順で募集を締め切ります 

＜７月 ６日（火）17：30～19：00＞  

第１講：「国際機関に勤務するには」 
東京、中国の上海における大学院生、大学生を対象とした日本語と英語の講義。適性、学習計画、応募方法、

勤務時の鉄則、キャリアアップ、人生設計。外国語の習熟方法も説明する。 

 

＜７月１３日（火）17：30～19：00＞  

第２講：「国際協力の実際」  
  東京における日本政府招聘官僚研修講師として、東南アジア、アフリカ、ラテンアメリカ、東ヨーロッパか

らの経済・財政担当官僚に対して、講演・指導。また、日本政府および地方政府の官僚の研修も担当した。 

 

＜７月２０日（火）17：30～19：00＞  

第３講：「国際ビジネス、マーケティングの実際 

［大学での講義、パリなどでの調査］」 
  事例として、ブランド大国フランスの首都パリ。高級チョコレート『マリー・アントワネットのピストル』、

『ロレーヌの真珠』など具体的な商品を題材として取り上げる。 

 

＜７月２７日（火）17：30～19：00＞  

第４講：「国際ビジネス、マーケティングの実際 

［大学での講義、現地での調査］」 
事例： ロンドン、マドリード、ウィーン、東南アジア、東京など。 

 

その他  

テキスト なし。プリントを配ります。 

参考文献 
拙著（坂元）『教養系の国際経済論』、『世界金融危機-歴史とフィールドからの検証-』、

以上は大学教育出版。『国際協力マニュアル』勁草書房。 

関連科目 国際経済学、国際協力論、外国（海外）投資論、フランス語、スペイン語 

開講日時 
7/6（火） 7/13（火） 7/20（火） 7/27（火） 

17：30～19：00 

会場 カレッジプラザ 

欠席連絡先 

ノースアジア大学  

電話：018-836-4337（平日9：00～17：00）                                         

E-mail: kyomu@nau.ac.jp / yuuki-sasaki@nau.ac.jp 


